　　　　　　　　　「防災キャンプｉｎみつけ」の概要
１　ねらい
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（１）災害について科学的な知識・理解を深める。

　　・　実際の水害の様子を知る・ハザードマップの理解と活用・遊水地の見学　等
（２）自分と家族、友人などの身を守る方法を身に付ける。

　　・　非常食を食べる・避難経路の危険箇所の現地確認・Ｅボート体験・搬送体験・着衣泳
　　・　スローロープによる救助体験・炊き出し体験・教室での宿泊　等
（３）人間としての生き方を身に付け、絆を深める。

　　・　あいさつ・自分の考えを伝える・感謝の気持ちを伝える　等
２　期　日　　平成２４年８月２２日（水）～２４日（金）　２泊３日

３　参加者　　名木野小学校５年生　３２人　　見附特別支援学校児童生徒　６人
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５　日　程（プログラム）
　　８月２２日（水曜日）
16:30~17:00　　　○　名木野小学校児童玄関にて受付
17:10~18:00　　　○　開会式、ガイダンス（図書室）
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19:00~19:40　○　夕食
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19:00~19:40　○　見附市豪雨災害対応ガイドブック（ハザードマップ）を利用して、浸水の想定、
地域の避難所、逃げどきなどの学習
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20:00~21:00　○　１日の振り返り　　１日の学習を振り返りと健康観察　
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８月２３日（木曜日）

6:30~7:30　　○　現地確認（自宅の位置により２班に分かれ地域を確認
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　　　8:00~　　　　○　朝食
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9:30~12:00　　○　刈谷田川体験活動
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13:30~16:30　○　「みつけレスキュー」　搬送体験、着衣泳、スローロープによる救助練習



17:30~19:00　○　夕食　地域や保護者の皆さんの
協力による「豚汁」の炊き出し

８月２４日（金曜日）

　　　　8:30~10:30　　○　遊水池見学

11:00~11:30　　○　３日間の振り返り
11:45　　　　 ○　閉会式

12:00　　　　　○　引き渡し訓練
キャンプ１日目は、避難所への避難から





消防署員から、７．１３水害の被害を映像で紹介してもらう。当時、みんな２歳～３歳でした。








北谷北部地区コミュニティ協議会　池嶋会長や梅本さんのお話（実際の避難の体験談を聞く）





１日目の夜は、「缶詰パン」「クラッカー」など、避難所に備蓄してある、火を使わなくても食べることができるもの。 





自分の家は、どこにあるかな？ 水が押し寄せてくる危険があるのかな？ 





寝るのは、教室です。机を片付け、マットとござを敷くなど、班で協力して準備をしました。 





「にげどきマップ」を持ち、避難所、危険箇所など確認 





Ｅボートの組み立て、パドルの使い方などを練習し、刈谷田川へ出航！





川は危険なものだけでなく、川の安全な楽しみを学び、身近な地域の自然に親しみ、川の楽しさを満喫することで地域を愛する心をはぐくむ。








見附消防署員の指導により、毛布やシャツ等を利用した救急搬送と着衣泳の練習。また、ＲＡＣ指導者によるスローロープによる救助練習








地域や保護者の皆さんに作ってただいた豚汁とアルファ米の炊き込みおこわを外で食べました。子どもたちは、心のこもった手作り料理に「おいしい！」と何杯もおかわりをしていました。





遊水地協議会の方、地権者や業者の方のお話を聞き、「遊水地」への思いや苦労を知りました。


実際に、「超流堤」の上に上がって、刈谷田川をのぞみ、被害を最小限に抑えるための努力を目の当たりにしました。





　キャンプは、緊急時を想定した保護者への引き渡し訓練をもって終了





３日間を振り返るまとめ学習の後、閉会式では神林教育長から修了証と記念の缶バッヂが授与されました。そして、参加者全員が、指導者、協力者と一緒にがんばりを讃えいました。








